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小学部と中学部は１０月１９日（土）に、高等部は１０月２６日（土）に「風と雲のまつり」が行われました。

『全力！元気！笑顔！最高の風雲 2024』というテーマに向かって、学校全体で準備を進めてきました。当日は、コ

ロナ禍以前と同様に実施し、昨年度より多くの方々に来校していただき、賑やかな「風と雲のまつり」になりまし

た。児童生徒もステージ発表の練習や作業学習公開・販売準備の成果を、大勢の方に見ていただき、思い出に残る

１日にすることができました。保護者の皆様のご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住 所    いわき市平上神谷字石ノ町１３－１ 

 電 話    ０２４６－３４－３８０６ 

 ＦＡＸ    ０２４６－３４－５１８３ 

 ホームページ https://iwaki-sh.fcs.ed.jp 
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高等部 遠藤 久美子 

８月１８日（日）にいわきアリオスにて本大会が開催さ

れ、全国から２２校の高等学校・特別支援学校が出場しま

した。本校からは、特設フラダンス部の生徒１７名が出場

し、課題曲『月の夜は』と自由曲『Pate Pate』の２曲を

演舞しました。今年度は部員が大幅に増え、よりダイナミ

ックな演舞を披露することができ、昨年度に引き続き「奨

励賞」を受賞することができました。会場の観客の皆さん

からたくさんの手拍子をいただくなど、「踊るこころ」が

伝わるステージとなりました。 

            高等部 鈴木 保奈美 

２０２４年１０月に、第２３回福島県特別支援学

校スポーツ大会が開催され、本校からは２９名の生

徒が参加しました。５日(土)はだて支援学校でボッ

チャ競技に参加し、団体戦優勝という快挙を成し遂

げました。１０月１２日（土）は福島市のあづま総

合運動公園で、サッカー競技、陸上競技、フライン

グディスク競技の３競技に参加し、一人一人が練習

の成果を発揮することができました。どの競技にお

いても多くの声援に囲まれ、それに答えるように真

剣に競技に向き合う生徒の姿からは、大きな成長が

感じられました。 



今年度も地域の皆様をはじめ交流校 

の皆様には大変お世話になりました。 

さて、「ふれあい新聞」第２９号はいか

がでしたでしょうか。これからも、本校の学習活動の様

子や児童生徒の活躍の様子などをお伝えしていきたい

と思います。来年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度卒業式のお知らせ 

○くぼた校卒業式  ３月 ３日(月) 

○高等部卒業式   3月１１日(火) 

○小・中学部卒業式 3月1８日(火) 

今年度は小学部１７名、中学部２２名、

高等部３８名、くぼた校（高等部）１０

名が卒業する予定です。 

編集後記  

高等部 阿部 成徳 

１１月１５日（金）に平支援学校との交流会を実施しました。交流会では、

自己紹介をした後、両校の授業で取り組んだボッチャや剣道を通して交流を深

めました。ボッチャは、両校合同チームで試合を行いました。顔合わせは初め

てでしたが、お互いに緊張している雰囲気はなく、球を手渡したり、アドバイ

スを送ったりするなど、協力してボッチャに取り組んでいました。また、剣道

では本校の生徒が１学期の授業で学んだ竹刀の持ち方や振り方を教え、平支援

学校の生徒に剣道を体験してもらいました。積極的に声を掛け、一緒に竹刀を

持ったり、車いすを押したりする姿が多く見られました。半日と短い時間では

ありましたが、普段の生活の中では得られない貴重な経験を積むことができま

した。 

 

中学部 廷々 昭夫 

 １１月１８日（月）に中学部の地域交流会が開催され、打楽器奏者の加藤

ちゃぼさんをお招きして様々な打楽器を用いた交流を行いました。ちゃぼさ

んが持ってきた大小様々な太鼓やコンガ、ボンゴ、アゴゴーなど演奏したい

打楽器をみんなで選び、ちゃぼさんの合図に合わせて大きな音や小さな音、

速いリズムや遅いリズムなどを体で感じながら好きなように音を鳴らしまし

た。最後は、「千本桜」に合わせて全員で合奏し体育館中にいろいろな音が響

き渡りとても素敵な空間ができました。 

 

小学部 久保木 亞矢 

小学部６学年では、６月のいわき市陸上大会に出場する児童２名が、平第

六小学校で行われる練習会に参加し、友達と一緒にスタート練習に取り組み

ました。陸上大会当日は、５０ｍ走を完走し、お互いの健闘を称え合いまし

た。 

１１月２１日に行われた２回目の交流会では、学習発表会の演目をお互い

に発表しました。平第六小学校のみなさんは、劇『千と千尋の神隠し』を発

表してくれました。迫真の演技に「本当に泣いているの？」と驚いたり、楽

しい場面では笑い声を上げたりして楽しく鑑賞しました。いわき支援学校の

６年生はダンス『アロハ・エ・コモ・マイ』と手話コーラス『小さな世界』

を発表しました。「ダンス、上手だったよ！」と声を掛けられて嬉しそうな子

供たちでした。 

６年間に渡る交流により、お互いに顔や名前を覚えて、タッチをして再会

を喜ぶ姿や、「また会おうね。」と別れを惜しむ姿が見られました。これから

も、交流学習で繋がった縁を大切にしてほしいと思います。 

 


